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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　法医学で用いられている遣伝多形（広義の

1はじめに　　　　　　　　血液型）とその基本型

　免液血液学の父Karl　Landsteinerは，1900年　　　赤血球型

にABO式血液型を発見した当初から，血液型の法医　　　　ABO：0・A・B・AB
学的応用蜥働高く諦・て・・た．彼…93・年・・　欝為野・，MN；SS・・ss・　Ss・

Nobe1賞を受賞した時，人閲の血液型はA，A2BO，　　　　Le：a－b－，　a＋b－，　a－－b＋

M…Pの・灘見されて・・て・・…－36型・・　翻驚蝶繁2駒聖「・　RIR2’

分けられるだけであったが，受賞講演の中で，彼は血　　　　Jk：a＋b－，　a－b十，　a＋b＋

液型がさらに多種類発見され，人間がひとりひとり別　　　　Di：a＋b－・a｝b＋・a＋b＋

・血糧も・てい・・と・・判…にな・かも知れ　唾麺a＋’a一

ないという考えを述べている1）。　　　　　　　　　　　　Se：Se，　se

　現在，人の血液型は，狭義の血液型である赤血球型　　　血清型

（ABO，　MN，　P，　Rh，・t・．）を1蹴て，広義の血液　　Hp：1－1・2－2・2一1
型・言われ・蜻型（・，，・c，　Gm，…．），酵素型　9k：、1二ll察ず竜．，，，、2，5

（AP，　PGD，　PGM，　etc．），白血球HLA型，染色　　　　Km：1，－1

体異形などきわめて施類観され，L・nd・t・iner　酵素型
　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AP：A，　B，　BA
の予百はまさに現実となっている。　　　　　　　　　　　　PGD：A，　C，　AC

　そのなかでも白血球HLA（human　leuk。cyte　　　　PGM：1，2，2－1
・…g・・）型は，・ヵ所の遺伝子座位…それぞ緻種　躍，：｛・、1・、1　，’

ないし数十種の対立遺伝子が存在することが知られ，　　　自血球型

とびぬけて型分け能力に秀れている。しかもリソパ球　　　　HLA－A：A2，　A9，　A10，　etc・

上の抗原・・，縦児期から充分発肌てい・・と，血　蹴：器翻騰1・認

清判こ可溶性抗原が存在することなど，法医学領域へ　　　　HLA・DR：DRW2，　DRW4，　etc．

の応用上，きわめて価値が高い。　　　　　　　　　　　　染色体異形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yhe亡eromorphism：

　　　　　　　・H・A型・歴史　　　8：謡瀦：監継盤

赤血球抗体による溶血性の輸血副作用の外に，発熱
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研究の齢・よ・，…sse・は198・年・・…11お・　鰹2乙！l）Sg：1　11：l　l：1

性の輸血副作用があり，かなり以前から，その原因が　　　tc　2　HLA抗原の表現型頻度（％）（第8回国
白血球にあるのではないかと考えられていた。　　　　　　　　　際組織適合性workshOPデータ，1980）10）

D。usse，・・購血儲蜻，1・の舳糠鱗1，u．　A’－1°cus抗原

・・ag91・・・…の研究を続けて・・た。あ・儲の蜻　　　＆杢幽P。一、企，）㌫、あ

で，多数例の白血球を凝集させたところ，陽性と陰性　　　A1　　　　　1．1　　　27．0　　　　6．5

紛・就・とから，・の抗体をMacとaseて　器　　4i：1　郷　ll：1
1958年に発表した。これが白血球の型分けの始まりで，　　A11　　　　17．2　　　11．8　　　　1．1

Macは現在の抗A　2に相当する。その後のHLA型　　　AW23（9）　　1・1　　　　4・6　　　20・4

びBenacerrafとともにNobe1賞を受賞している。　　　A26（10）　　18．7　　　　7，2　　　　7．4

・たva・R・・dら・・や・・yn…e・・95瀬・・継　鰯　　1：l　l：l　ll：1

婦血清中に抗白血球抗体を発見し，それによって白血　　　AW30　　　　0．3　　　　4．8　　　28．3

球型を分けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW31　　　15・3　　　5・6　　　4・4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW32　　　　0．1　　　8．3　　　3．0
その後の数年間は，白血球抗体検査方法の模索の時　　　AW33　　　13，1　　　3．3　　　9．　0

代だった。白血球凝集反応Ieuko　agglutination，補　　　AW34　　　　1・9　　　　1・0　　　12・5

体結飯応・・mp1・m・n・f…t・・n，…ン酸腿　艦1　8・s　8：l　l：；

赤血球凝集反応tanned　cell　agglutination，ラテッ
。ス粒子縣反応1。，，x・fi。。、i。。，抗グ。ブリ硝費　B’1°cus抗原

試験。n…91。・。1i・，・一，・・。娩液付甑応　　　9e、命）巳。、企。）ll。　＝＝、全）

immune　adherenceなどが動員された5）－7）。　　　　　　B7　　　　　11．4　　　　17．3　　　17・0

1964年・・Du・h・mで開催され鵬1回の国際組織　暮1，　1：1　’1：l　l：1

適合性workshoPは当時の各国のおもな研究者が一　　　B14　　　　　0。2　　　　6．6　　　　8．　0

堂喋まり洞じ抗蜻と磁とを用いて洛自の方　欝　　8．8　11：l　l：1
法で検査を行い，成績を比較するものであった。方法　　　BW35　　　14．1　　　17．5　　　12．1

腱・ても，ほぼ同・繍・示・れ・帥球の型分け　器38（、6）1：l　l：1　8’S

の標準化は可能だという明るい共感が得られたといわ　　　BW39（16）　5．7　　　4．0　　　3．6

れ・…　　　　　　　　書隅　 1：l　l：1　、1：l
TerasakiとMcClellandg）が1964にmicro　lym－　　BW44（12）　12．5　　　22．2　　　13．7

ph・cy・…x’・’・y…tを発表・た・とは，舳球型　欝（12）8：l　l：l　l：；

検査法の標準化に決定的な力をもっていた。これによ　　　BW48　　　4．6　　　1．1　　　2．2
り，1件わずか1μ1の抗煎1清（lm1で1000件）で，き　　　BW49（21）　0・6　　　4・5　　　4・9

わめて醐性の高喉査・・できるようにな・た．その　朧隅）199　11：l　l：1

結果は膨大なデータとなるので，コソピューターで分　　　BW52（5）　20・5　　　2・9　　　1・9

析・て，抗原抗体の骸性欄するシステ…でき　講（22）、1：l　l’5　11’6

た。現在国際worksh。Pは8回，日本workshoPも　　　BW55（22）　5．8　　　4．4　　　1・6
・噺われてい・・いザれも・のシステ・によ・運　講舗1’2　1：l　l．，

営されるようになっている1e）一“11）。　　　　　　　　　　BW58（17）　1．7　　　2．2　　　20．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BW59　　　4．2　　　0．9　　　1．6

　　　　　　　　皿H・蜥原　　　灘lll8111：l　l：l　l：1
・98・年・スァ・ゼル・の国際・・rksh・Pで集計・　灘l　l｛ll　19：1　19：l　l：1

れたHLA抗原は表2のとおりである10）。表には，　　　8W57　　　　1．6　　　0．1　　　0
・・1・cu・17秘B－1・cu・36種，　C－1・c・・8種，　DR－　1羅　　34　1：1　11：1

1。cus　11種，　D・1。cus　15種の抗原の頻度が示してあ　　　BW4　　　　57．6　　　65．5　　　65．3

る。　　　　　　　　　　　BW6　　87・8　83・0　83・1
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自血球HLA型の法医学における応用

　C・locus抗原　　　　　　　　　　　　　　　　　応する。抗MT　2抗体はDR3，　DR5，　DRW6，　DR

需　　　　　日本人　　白　人　　黒　　人　　　W8，およびDR　blankの人と反応する。抗MT　3抗
　　　　　　　（n　＝950）　（n　＝＝4130）（n　＝365）　　体はDR4，　DR7，　DRW9と反応するIo）。

麗　 31：l　l：1　、1：1　さら・・，DR座と眼な・遺伝子座鮪すると翫

CW3　　　　46．5　　　20，1　　　17．5　　　　られる抗原系として，　MB系（MB1，　MB2，　MB3）

ε罵　1：1　贅：1　21：1　や・・dDR系（T・21…22・，・T・2…e2・・　TB21・

CW6　　　　1．4　　　15．1　　　17．3　　　TB22）が出てきている11）。

CW7　　　　9．6　　　21，9　　　21．8
CW8　　　　0　　　　5．8　　　7．3　　　　　　　　　　1V親子鑑定への応用

DRW6Y @1°・7　17・8　一　　その。うから行われて、、たと思撫るカ・，鑑定書に言己

DR－10cus抗原　　　　　　　　　　　　　　　　　法医学において親子鑑定（paternity　test）を行う

　　　　　　日本人　白　人　黒　人　　際には，多種数の遺伝形質の検査を行うが，白血球
DR1　（11　：88412．2）（犠゜77）（n認23）H・A型は，遺伝形式・・確立・，型の種類・・多く，新

DR2　　　　36．0　　　25．2　　　28．5　　　生児でも抗原が発現していて，検査手技も標準化され・

DR3　　　　3・2　　　21・0　　　31・6　　　　成績の再現性も良くなってsもっとも役に立つ形質で

躍　　鷺　ll：1　，1：1　あるといえ・。
DRW6　　　9．1　　　5，1　　　一　　　　　　欧米では1971年ごろから，　HLAを親子鑑定に利用

認，　、1：1　21：l　ll：l　U・じめている12・－14）・

DRW9　　　23，0　　　2．1　　　5．3　　　　日本でもまもなくHLA型頻度の調査が始まっte　15）。

DRW10　　　1・2　　　1・3　　　3・7　　　親子鑑定の際に参考としてHLAの検査もすることは，

　D－locus抗原　　　　　　　　　　　　　　　　　　録されたり，論文に発表されたりしはじめたのは，19

　　　　　　　　　日本人　　白　人　　　76年ころからであろう16）－22）。男が死亡していても，
　　　　　　　　（n　＝”36“158）　（n　”43°）　血瀦を検査して本人のHLA型を縦し襯子鑑定

　DW1　　　　　11．5　　　　　13，3
　DW2　　　　　　6．8　　　　　14，4　　　　　に成功した例もかなり報告されている16）23）24）。

羅　1，　iiii　会ず欝飛受胎自、妊娠期間＿，
　DW6　　　　　　6・8　　　　　19・5　　　　　関係者の主張を聞く。しばしば，受胎日から10月10日

朧　’11：1　’9：1　　で生・れ・などと信じていて・標準妊娠期間・撚月

　DW9　　　　　　0　　　　　　2．8　　　　　経の初日から280日とされることを知らないためセこ，

認1　2　　型　　無用の誤解轡いが生じてい・・とがある・
　DW12　　　　　27．4　　　　　一　　　　　　　次に関係者の採血を行う。赤血球型なら少量の血液

DYT　　　　　　16・0　　　　　一　　　　　　　で検査できるが，　HLA－A，　B，　Cを検査するには10

B語．2　11：1　：　　ml　st，　DRの検査まで行う・・は・・ml位の血液・・必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種の血液型（赤血球型，血清型，酵素型，白血球

　人種差はかなり著しく，白人や黒人と比較して日本　　型など）を検査して，遺伝学的に親子関係に矛盾がな

人に特徴的に多いとされる抗原にはAW24（9），　BW　　いかを検討する。

52（5），BW54（22），　BW61（40），　CW1，　DRW9など　　　親子として合わない型が出た場合には，多くの遺伝

がある。反対に白人や黒人では多いのに日本人に特に　　形質について例外的な遺伝現象が発見されているので，

まれな抗原には，A1，　A3，　B8，　B18，　CW2，　CW5，　　にわかに否定と結論せず，充分に血清学的，遺伝学的

DR7などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　に検討しなければならない。

　このほかに，DR　supertypic　antigenとよばれる　　　また，親子として矛盾しない型の組み合わせであれ

MT抗原系がある。抗MT　1抗体はDR1，　DR2，　DR　　ば，「父権否定の確率」やr父権肯定の確率」を計箕す

W10のすべて，およびDRW6とDRW8の一部と反　　る。
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白血球HLA型の法医学における応用

　B　否定の確率　　　　　　　　　　　　　　　　て，AW24型の男は余り父らしくない。

　「否定の確率」とは，母子の型の組み合わせに対し　　　この組み合わせについて，父権肯定の確率を計算す

て，無関係の一般の男が父という疑いをかけられた時，　　ると，A11型の男は89．8％とかなり父らしいEP象なの

何％の男が父ではないと否定できるかという確率で，　　に，AW24型の男は3L　4％となり，50％と設定してあ

「この男は否定できない少数者に属している」という　　る事前確率よりもだいぶ低くなり，むしろ父らしくな

形で父らしさを表現する25）26）。　　　　　　　　　　　　い印象を示す。

　たとえば母A2型，子A2A3型，男A3AW24型　　　HasekuraらはHLAの1座位に関しての父権肯定

であれば，A3を持たない99％の男1ま否定できるのに，の確率の計獄を表セこf誠した35）（表3）・

この男は否定できない1％のうちに入っていることに　　　この表は，母子の型の組み合わせに対して，男の型

なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の父権肯定の確率が，各抗原の遺伝子頻度から計算で

　多種類の遺伝形質について検査して，いずれでも否　　きるようにしたものである。検査に用いた抗血清では

定できなかったばあいには，「父権否定の総合確率　　まったく抗原が検出できなかった型（Blank）をX，

cumulative　probability　of　paternity　exclusion」　　1抗原のホモ接合体または1抗原とBlankの組み合

を計箕する。たとえばABO，　HLAなどでの否定の　　わせの型をA，　B，　C，2抗原のヘテPt接合体をAB・

確率をそれぞれPABO，　PI－ILA……とすると，総合否　　CDなどと表わし，それぞれの抗原の遺伝子頻度は小

定確率CPEは次の式で表わされる27）。　　　　　　　　文字で表わしてある。

　　CPE＝1－（1－PABo）（1－PHLA）……　　　　　　　HLAのA，　B，　C，　DRの各座位を2つ以上検査し

　C　父権肯定の確率　　　　　　　　　　　　　　　　たばあいには，各抗原の連鎖についてのhaplotype

　これに対して，「肯定の確率」は，否定されない男　　の頻度が分れば，それに基づいての父権肯定の確率が

のうちにも，まれな型を子と共有しているいかにも父　　出せるはずであるが，きわめて複雑な計算になること

らしいものから，劣性遺伝子（ないし使用した抗1血清　　と，hapt。type頻度が末だ充分に確定されていない

では検出されない因子）を子と共有する可能性がある　　ことから，現在の鑑定では各座ごとに計算を行ってい

のでかろうじて否定されないような余り父らしくない　　るものが多い。A，　Bの2座位の組み合わせについて

ものまであるので，これを数字で表現するものであ　　計箕するにはコソピューターが用いられている36）－38）。

る28）－32）e裁判に確率論を持ち出すことについては種　　　1）父権肯定総合確率（Cumutative　plausibility

々の議論もあったというが，民事事件では提出された　　　　of　paternity）

証拠だけをもとにして判決する必要があり，父権肯定　　　各種の血液型についてそれぞれ父権肯定の確率が出

の確率も各国の裁判に定着し，HLA型の証拠能力も　　ると，これを総合して「父権肯定総合確率W」が次の

認められている32）－34）。　　　　　　　　　　　　　　式で計錦される。

　標準的な親子鑑定の母子男の組み合わせにおいて，　　　　　　　PABO．PHLA＿
母甥哩の継飾せから樋の子と同じ型の子が　W＝P。。。．P。。A…＋（・－P。。。）・（・－P。。A）…

生まれる率をX（Probability　of　paternity　of　the　　　　　　　　　1

・11・g・df・・her），－meの男1生歓として澗題の母　　、＋Y…．Y・・A…

の型の女性から問題の子の型の子が生まれる率をY　　　XA・・　X肌A

（Probability　Qf　paternity　of　a　random　male）　　　この数値は，事前確率を50％とし，男の父らしさを

とおくと，父権肯定の確率P（Plausibility　of　pa－　　0％（絶対否定）から100％（絶対肯定）の間の百分率

ternity，　Likelihood　of　patemity）は次の式で表　　で示すもので，表4のように解釈すべきだとされてい

わされる30）。　　　　　　　　　　　　　　　　　る39）40）。

　　　　X　1（Ess，。．M、11er・、　f。，m。1。）　総合確率の講こ際して問題となるのは，蔀子座

P” w＋Y＝ A＋X　　　　　・・同礫色体上・・ある形質同士の扱・・である・たとえ
　　　　　　　　　X　　　　　　　　　　　　　　　ば，第1染色体にはRhおよびFy（Duffy）赤血球

たとえぽHLA．A座抗原が，母A11型，子A11型　型，　PGM・（Ph・・ph・gl…m・tase）・PGD（6－ph幡

のばあい，A11型の男もAW24型の男もともに父権を　　osphogluconate　dehydrogenase）・UMPK（U「i’

否定されないが，A11型はいかにも父らしいのに対し　　dine　monophosphate　kinase）の各酵素型の遺伝子
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　　表4父繍定の確率の鰍（H・mm・1）39）　　清で検査したところ次のようレ・結果が判定された。

　　肯定の確率（W）解釈（Likelih・・d・f　p・ternity）　母：2柵9｝3珊33＋（A2AW31）

99．・8％以上父とみなしてよいPra，ti、ally　p，。v，d　父：2　一　9　－31Va33＋（AgAW31）

　99．0％以上極めて父らしいExtremely　likely　　　　子：2－9　－31－ll“33HHH－（AW31AW33！？）

　95・0％以上　非常に父らしいVery　iikely　　　　　　　これでは親子関係が否定されると解釈する危険があ

9°・°％以上父らしいLikely　　　　　る．つまりこの抗AW33蠕AW31と弱く交甑応
　10～90％間　何ともいえないN。t　useful　　　　　　を起こすもので，子供がAW31のホモ接合体となる

　10・0％以下　父でないらしいUnlikely　　　　　　　と，かなり強い反応を起こして，誤判の原因となった

　5・　0％以下　非常に父でないらしいVery　unlikely　　ものである。

　1．O％以下　極めて父でないらしい
　　　　　　　　　　　　　　Extremely　unlikely　　　F　親子鑑定が行われる事件

゜’2A°以下父でないとみな盤・11y・x・1・d・d特灘綴劉象奥娠継響徽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結婚外で生まれた子を原告とし，母が原告代理人とな

座があり，また，第6染色体には，P赤血球型および　　って，男に対し自分の子であることを認めうと訴える。

HLAの各座位を含むMHC（Major　histocompa一　　認知されれば，子は父から扶養を受け，遣産を嫡出子

tibility　complex）遺伝子群，　PGMs酵素型，補体の　　の半分相続し，裁判所の許可を得て，父の姓を名のり，

C島およびC4成分の血清型の座位が並んでいる41）。　　　父の戸籍に入ることができる。

　　これらの遣伝子座位間の距離は互いにかなり離れて　　　したがって，日本では欧米に比較して親子鑑定の責

いて，一般には独立して遣伝するとみなしてもさしっ　　任がきわめて重大で，例数ははるかに少なくなってい

かえないと考えられるが，HLAの各座にっいては，　　　る。

密接に連関していて，特定の遺伝子同士が結合したま　　　反対に父が原告となって，嫡出子とされる子が実は

ま遺伝し，連鎖不平衡linkage　disequilibriumが　　母の不貞により生まれたといって，子を被告として訴

強く認められる。このように連関している遺伝形質に　　えるのが，「嫡出否認講求事件」である。

ついての父権肯定の確率をすべて独立とみなして総合　　　また，「親子関係不存在確認請求事件」は，種々の

確率を計算すると，不当に高い確率となるおそれがあ　　事情で実子でない子を実子として届け，後に戸籍を訂

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正したいと訴えるものである。

　そこでわれわれは，同じ染色体上にある形質につい　　　民法には「女は前婚解消後6ヵ月経過しなければ再

ては，連関の可能性を考慮して1種類だけを選んで計　　婚できない」という規定があるが，これに違反して再

算した父権肯定の総合確率と，全部の形質を独立とみ　　婚した女が，前婚解消後300日以内で，後の結婚届け

なして計算した数値とを出して，真の値はその間にあ　　の201日以後に子を生んだぼあい，前夫，後夫のどち

ると説明した鑑定書を作成している18）。　　　　　　　　らの子かを裁判所に決めてもらう「父を定める訴え」

　E　HLA型判定の落し穴　　　　　　　　　　　　がある。

　HLA型が法医に応用されはじめた初期には，再現　　　さらに，産院などで起こった「取りかえ子事件」や，

性の乏しさや抗血清の特異性検定の不充分なことから，　中国残留孤児の肉親さがしなどでも親子鑑定が行われ

その証拠能力が疑問視されたというが，現在は検査方　　ている。

法が標準化され，特異性のくわしく判った抗血清も出　　　珍しい事例として，母を定める鑑定を経験した42）。

そろい，判定の確実さはほぼ赤血球型に匹敵するよう　　ある夫婦の6人の子供が，妻の子であるか，同居して

にな・たといえる32）・　　　　　　　い硬の妹の子であるかを鑑定せよという辮である。
　しかし，あくまで血清学的反応による検査なので，　　鑑別すべき2人の女が姉妹であることで，困難が予想

種々の誤判の原邸泌然的につ諏とい，結果の判定　されたが，ABO赤血球型とHLA舶球型で，すべ

および鰍には，かなりの織と繰力泌要である・　ての子供醸の子ではなく，妹の子であると判定でき

　実際に家系を検査していて，両親に存在しない抗原　　た。

が子供に出現する現象を時々経験する。たとえば，あ　　　すなわち，妻はABOはO型でHLAは（AgB15

る家族をA2，　A24（9），　AW31，　AW33に対する抗血　　CW1）（A10BW54CW3）であり，妹はB型で（AW
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33B12C－）（A10BW54CW3）であった。子供のうち　　BW35，　BW40の8因子検査すると96％，これらA座

5人は（AW33B12C－）というハプロタイプを有し　　およびB座の12因子により99％の識別率をもってい

ていることで，残りの1人は（A10BW54CW3）をも　　る。

っていたがAB型であることで，いずれも妻との母子　　　さらにC座抗原をCW1，　CW3，　CW4，　CW7の

関係は否定され，妹の子と確認された。　　　　　　　4困検査すると82％・DR座をDR1，　DR2・DR4・

一方，刑事事件に関して親子鑑定が行われることは　　DRW6，　DRW8，　DRW9の6因子検査すると93％

まれであるが，次のような事例を経験している。1っ　　の識別率が得られる。

は舞親による嬰児殺專件で，父親の関与ないし責任が　　　現在ふっうに検査室できる程度にHLAの型分けを

聞題となり，内縁の前夫および内縁の現夫にっいてい　　行えば，その識別率は99．99％以上，すなわち数万人

ずれが父であるかを鑑定した43）。もう1例は，ある家　　検査してもすべて異なる型に識別できることになる。

が火災になり，’一家　4人が焼死した事件で，当夜付近　　　（血縁港なら同型老の出る可能性は多くなり，同胞で

のほかの家に放火した少年が逮捕され，この家に対し　　は4分の1の率で同型となる。）

ても放火殺人を犯したと疑われた。司法解剖の結果，　　　B　可溶性HLA抗原

父と長女の血液型が合わないことが判り，真の父と疑　　　HLA抗原は白血球などの細胞膜以外に，血清中に

われる男も発見され，親子鑑定の結果，長女はこの男　　可溶性抗原としてcytotoxicity　inhibitionや

の子と判明し，その男の話などから，家庭の事情が明　　radi。immunoassayで証明される47）－49）。生きたリン

らかとなり，一家心中と判定された44）。　　　　　　　　パ球が得られなくとも，被検者の血清からHLA型が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判定できるということは，法医学上意義が大きい。こ
　　　　　　　V　個人識別への応用　　　　　　　　　の可溶「生抗原は，採血後10。Cに保存すると6ヵ月以

　法医学においては，個人識別persona1　identifica・　　上，－70°Cに保存すると1年以上，抗原性に変化が

tionが重要な仕事のひとつである。この目的には，　　ない。また加熱すると60°C15分でほぼ活性を失うこ

従来指紋がもっとも有力な形質とされてきたが，検査　　とをみた50）。

できる血液型の種類が増すにつれ，血液ないし血痕か　　　血清中の可溶性HLA抗原は，リンパ球上の抗原を

らの個人識別の価値が高くなってきた。　　　　　　　パパイソで分解して得られるものとほぼ同様で，H鎖

　A　血液型の「識別率」　　　　　　　　　　　　　とL鎖からなり，L鎖はβ外microglobulin，　H鎖は

　任意の2例の血液をとった時，これらを異なる型に　　glycoproteinでHLA抗原活性があるとされる48）。

識別することができる割合いを，その血液型の型分け　　　C　細胞毒阻止試験の方法

能力，識別率，・relative　usefulness　of　a　blood　　　可溶性HLA抗原の検出に用いる細胞毒阻止試験

group　systemという45）46）。　　　　　　　　　　　　cytotoxicity　inhibition　testは次のように行われ

　たとえばABO式の検査をしたところ2例の血液と　　る49）51）。

もA型で型分けができないばあいは，A型の日本人に　　　1　予備試験として，抗血清のcytotoxic　titer

おける頻度が40％であるから，たまたま2例ともA型　　（100％cytotoxicityを起こし得る稀釈倍数）を測定

となる率は0，4×0．4＝　O．16すなわち16％となる。同　　する。その抗血清を稀釈して力価を2倍，3倍，4倍

様に2例ともが0型30％，B型20％AB型10％とな　　に調整し，それぞれ1μ1ずつ，マイクロプレートの

る率はそれぞれ0，32＝0．09，0．22＝・O．04，0・12＝＝O・01　　各列に分注する。

となる。これらを合計すると，ABO式で型分けがで　　　2　被検血清を2倍連続稀釈して1μ1ずつ，名稀釈

きない割合いは26％，ABO式の識別率は100％－26％　　列の抗血清に加え，室温60分間振盈しながら吸収させ

＝74％である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　同様にRh式赤血球型で，　Rh＋型99．5％とRh－　　　3　判定用リソパ球浮遊液1μ1を加え・室温30分感

型0．5％とに分けたばあいの識別率は1－（0．99S2＋　　作後，ウサギ補体5μ1を入れ室温60分反応させ，エオ

0．0052）＝O．010で1％しかない。　　　　　　　　　　　ジソ染色，ホルマリン固定を行って，鏡検して染色率

　HLAにっいて識別率をみると，　A座について，　A2，　（％lysis）を判定する。

A24（9），　A26（10），　A11の4因子だけ検査すると84　　　4　％阻止率を次のように計算する。

％，B座にっいてB5，　B7，　B12，　B15，　B16，　BW22，
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　　　％阻率一1°°『検体染解。1。。　　　する方法59・－6・・とがある．・・ずれの方法でも，ほ離

　　　　　　　　陰性対照染色率　　　　　　　　　　　実にHLA型判定が可能であるが，浸出液を用いるほ

　　50％阻止率以上を阻止陽性と判定し，被検血清の稀　　うが，抗血清の使用量が少なくてすむ。

　釈倍数を抗原価とする。　　　　　　　　　　　　　　　F　血清中のHLA抗原量の遺伝性

　　このようにして検出した血清中のHLA抗原と，　　　血清中のHLA可溶性抗原の抗原価は，抗原の種

　Cyt。tOXiCity　teStにより判定したリンパ球上の　　類により，また個体により，さらには白血病の病態な

　HLA抗原とを比較すると・大部分の例ではよく一致　　　どによっても，かなりの多様性がある62）。とくに，　A9

　して，」血清から型判定が可能と考えられた。　　　　　　抗原が他の抗原に比較して著しく抗原価が高い。また

　　しかし一一部には不一致がみられ，とくにCNAP　　少数ながら，リンパ球上にある抗原が血清中にまった

　（cytotoxicity　negative，　absorption　positive）52）　　く検出されない例があることも注目される。

　とよばれる現象は，技術的な誤差によるものというよ　　　われわれは，血清中のHLA抗原価の遣伝性をし

　り，本質的な抗原抗体特異性の問題と思われた。たと　　らべるために，両親と新生児（謄帯血）について，リ

えぼ抗BW35血清はBW35陽性者の血清ばかりでな　　ンパ球でHLA型を判定し，その血清中の抗原価を細

　く，B5およびB15陽性者の血清によっても阻止さ　　胞灘阻止試験で測定した63）。　A　2抗原価は，新生児で

れた。これから，BW35はB5，　B15，　BW35の共通　　もすでに親とほぼ同様の価を示し，抗原価の高い個体

の基本構造に1：目当するなどといった推定がされる53）。　　（strong　inhibitor）と低い個体（weak　inhibitor）

　D　死体のHLA型判定　　　　　　　　　　　　　とが，明確に遣伝していることがうかがわれた。また，

　死体の血液型検査が必要となる事例はしばしば生じ　　A9抗原価およびAlo抗原価では，新生児の価が親の

る。各種の赤血球型は死後数日まで判定できる可能性　　価よりも一一・・般に低く，充分に発現していない事を示し

があるが，リソパ球はほぼ1日で死滅してしまうため，　ていた。いずれの抗原でも，親がweak　inhibitorで

細胞毒試験によるHLA型判定は司法解剖時には不可　　あれば子は必ずweak　inhibitorであり，HLA抗原

能とされていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　価に遺伝性があると考えられた。しかし，A2とA9，

　コペソ・・一ゲン大法医学教室では，親子鑑定中の男　　A9とA10など各抗原価の間の相関は認められず，

が急死したので司法解剖を行い，脾臓細胞を採取して，　ABO抗原の分泌型のような変更遺伝子の存在は推定

HLA抗血清の吸収試験によりHLA型判定に成功し，　できなかった。

親子鑑定の結論を出すことがでぎた54）。

　われわれは前記（IV－4親子鑑定が行われる事件）　　　　　　　　　　V工おわりに

のように，焼死した家族4人のHLA型を，死体血清　　　HLA型の発展，その抗原系の複雑化，研究の多様

を用いて細胞毒阻th試験により判定した。　A2，　A9，　　化には，感嘆するばかりである。各種の赤血球型，血

A10，　BW35，　B40の5因子について検査すると，母　　清型，酵素型などについても，めざましい発展があっ

はA2BW35，長女はAgBW35，三女A2BW35で　　たが，それらの研究者が比較的少数に限られていたの

あるのに対して，父はA10BW35B40で，父と長女の　　に対し，　HLA研究者の数は非常に多く，研究者の分

間の父子関係が否定された。後に，母と関係があった　　野も臨床各科から基礎の各科にわたり，研究投資（情

と疑われた男が発見され，リンパ球の細胞毒試験にょ　　熱，時間，費用，技術，設備）も膨大なものになって

りHLA型を検査するとA2AgBW35で，その他の　　いる。

赤血球型，血清型とともに，長女の父として矛盾がな　　　たとえば第8回International　Histocompatibi．

く・父権肯定の確率は98・4～99・6％であった55）。　　　　1ity　WorkshoPひとつをみても，20力国以上の130施

　E　血痕のHLA型判定　　　　　　　　　　　　　　設400名以上の研究者が3年間にわたって720種類の抗

　血清中にHLA抗原が存在することから，乾燥した　　血清で37，763人の検査をしている64）。日本の病理，輸

血痕を用いてHLA型を判定する試みがなされてい　　血，臨床等の研究者の活躍は心強い限りである。

る56）－61）・　　　　　　　　　　日本の法騨は，現在のところ，この成果のほんの
　これには，血痕を生理食塩水で浸出し，その浸出液　　一部を利用させてもらっている段階である。日ならず

1μ1を抗血清1μ1と混合して吸収を行う方法56）－58）　　して，白血球HLA型は，法医学上の諸問題の解決

と，微量の血痕を直接数μ1の抗血清中につけて吸収　　に威力を発揮してゆくことと信ずる。
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　この綜説は，文部霜科学研究費一般研究A課題番号　　球HLA型」の講演資料である。これらの機会を与え

444039のまとめであり，また信大医学セミナー「白血　　て下さった関係の諸先生に深く感謝の意を表する。
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